
 

 

2022 年 7 月 

 

文献・データのリスト 

 
 

⚫ 収集し、情報を抽出した文献・データの具体名をリストにしました。 

 

⚫ リストに収めた文献・データの数は、761 です（2022 年 7 月 12 日現在）。 

⚫ 火山・火成活動や断層活動などの項目間の重複を除いた数です。 

⚫ 「文献・データの評価」の段階に入って、新たに必要となったものも追加していま

す。 

⚫ 調査は寿都町、神恵内村それぞれで進め、報告書においてはもちろん、それぞれのリ

ストを作成しますが、現在のところ、共通の文献・データが多いため、寿都町、神恵

内村合わせたリストとしております。 

 

⚫ 必要と考えられるものを幅広く収集しておりますが、不足するものがあれば、さらに

今後も追加していきます。 

⚫ これらの文献・データの情報をもとに評価を進め、評価結果を報告書にとりまとめま

す。評価に用いた情報の出典である文献・データを引用文献として報告書に掲載しま

す。 

 

＜リストの記載方法＞ 

⚫ 著者名，発表年，タイトル，雑誌や報告書名，巻・号・頁や発行所などの順で記載し

ています。 

例：赤松守雄，山田悟郎，渡部真人（1987）積丹半島から産出する化石について，

北海道開拓記念館調査報告，26，pp. 3–8. 

 

⚫ ウェブサイトの場合、著者名、タイトル、閲覧日などの順です。 

⚫ 英文も含むことから、慣例に従い、著者名をアルファベット順で並べています。同じ

著者の場合は発表年順です。五十音とアルファベットの対応について、次頁の表をご

参照ください。  



 

 

五十音とアルファベットの対応（ローマ字表記） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルファベット順 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z 

 

 

 

 

あ い う え お が ぎ ぐ げ ご きゃ  きゅ  きょ 

A I U E O GA GI GU GE GO KYA  KYU  KYO 

か き く け こ ざ じ ず ぜ ぞ しゃ  しゅ  しょ 

KA KI KU KE KO ZA JI ZU ZE ZO SHA  SHU  SHO 

さ し す せ そ だ ぢ づ で ど ちゃ  ちゅ  ちょ 

SA SHI SU SE SO DA JI ZU DE DO CHA  CHU  CHO 

た ち つ て と ば び ぶ べ ぼ にゃ  にゅ  にょ 

TA CHI TSU TE TO BA BI BU BE BO NYA  NYU  NYO 

な に ぬ ね の ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ ひゃ  ひゅ  ひょ 

NA NI NU NE NO PA PI PU PE PO HYA  HYU  HYO 

は ひ ふ へ ほ      みゃ  みゅ  みょ 

HA HI FU HE HO      MYA  MYU  MYO 

ま み む め も      りゃ  りゅ  りょ 

MA MI MU ME MO      RYA  RYU  RYO 

や 

 

ゆ 

 

よ      ぎゃ  ぎゅ  ぎょ 

YA 

 

YU 

 

YO      GYA  GYU  GYO 

ら り る れ ろ      じゃ  じゅ  じょ 

RA RI RU RE RO      JA  JU  JO 
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を      びゃ  びゅ  びょ 
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から産出する化石について，北海道開拓記念館

調査報告，26，pp. 3–8. 

赤松守雄，山田悟郎，渡部真人（1992）積丹半島

の地質学的諸問題，北海道開拓記念館研究報

告，12，pp. 3–18. 

赤松守雄（2003）北海道の自然史，北海道出版企

画センター. 

秋葉 力（1957）北海道後志国大金鉱山附近の地

質および鉱床 特に西谷𨫤群について，鉱山地

質，7，3，pp. 30–48. 

秋葉 力（1958）北海道西南部における鉱床区，

新生代の研究，27，pp. 623–632. 

秋葉 力，成田英吉（1961）積丹町美国川上流地

質鉱床調査概報，北海道総合開発計画調査 特

殊地帯地下資源開発調査資料 昭和 35 年度 積

丹半島地下資源開発調査報告，pp. 13–22，北海

道開発局. 

秋葉 力，成田英吉（1962）Ⅱ 積丹郡積丹町美

国川上流地域鉱床調査報告，北海道総合開発計

画調査 特殊地帯地下資源開発調査資料 昭和 36

年度 積丹半島地下資源開発調査報告，pp. 13–

25，北海道開発局. 

秋葉 力，庄谷幸夫（1970）黒松内東北部地域の

地質と鉱床，北海道地下資源調査資料，118，

pp. 47–55，北海道開発庁. 

秋田藤夫（2014）北海道における地熱開発調査の

現状と課題，第 52 回試錐研究会講演資料集，

pp. 13–21，北海道立総合研究機構環境・地質研

究本部地質研究所. 

Amano, H., Suzuki, S., Sato, M., Yanagida, M. 

(2018) A new method of terrace analysis to 

determine precise altitudes of former 

shoreline, OKAYAMA University Earth 

Science Reports, 25, 1, pp. 31–38. 

青木かおり，町田 洋（2006）日本に分布する第

四紀後期広域テフラの主元素組成 ―K₂O-TiO₂

図によるテフラの識別，地質調査研究報告，

57，7/8，pp. 239–258，産業技術総合研究所地

質調査総合センター. 

青柳直樹，内野栄治，市橋大山（2015）北海道内

温泉のラドン濃度，温泉科学，64，pp. 422–

434. 

荒井晃作，岡村行信，倉本真一，池原 研，佐竹

健治（2000）北海道西方沖の活断層と地震空白

域（3）積丹半島－宗谷海峡の活断層，日本地
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浅森浩一，石丸恒存，岩月輝希（2002）日本列島

における火山周辺の酸性地下水分布，サイクル

機構技報，15，pp. 103–111. 

浅森浩一，梅田浩司，石丸恒存，小松 亮

（2003）温泉地化学データベースの作成，JNC 

TN7450 2002-003，核燃料サイクル開発機構. 

粟田泰夫（1998）日本海東縁部における断層の活

動様式，月刊地球，20，8，pp. 466–469. 

吾妻 崇（2002）黒松内低地の地形地質調査，

AFRC News，16，p. 2，産業技術総合研究所

活断層研究センター. 

吾妻 崇（2002）黒松内低地断層帯の活動様式と

今年度の調査計画—強震動評価につなげる活断

層調査—，AFRC News，14，p. 6，産業技術

総合研究所活断層研究センター. 

吾妻 崇（2002）黒松内低地断層帯長万部断層の

トレンチ掘削調査，AFRC News，18，p. 3，

産業技術総合研究所活断層研究センター. 
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トレンチ掘削調査第 2 報，AFRC News，18，
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晃史，桑原拓一郎（2002）黒松内低地断層帯白
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究センター. 

Azuma, T., Okumura, K., Shimokawa, K., 

Sugiyama, Y., Sangawa, A., Kuwabara, T. 

(2003) Transition of neotectonics in the 
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ンター研究発表会「活断層評価手法の高度化に

向けて—」講演要旨集，p. 6. 
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段丘面の傾動と活褶曲運動，日本第四紀学会講

演要旨集，34，pp. 4–5. 
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報告，4，pp. 45–64. 
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年 5 月 24 日閲覧. 
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属—，東京地学協会. 

地質調査所編（1954）日本鉱産誌 BⅣ 物理的特

性を利用する鉱物，東京地学協会. 

地質調査所編（1955）日本鉱産誌 BⅡ 主として
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地学協会. 
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地質調査所編（1955）日本鉱産誌 BⅥ- b 水およ
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地質調査所編（1956）日本鉱産誌 BⅠ- b 主とし

て金属原料となる鉱石—銅・鉛・亜鉛—，東京
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材料，東京地学協会. 

地質調査所編（1957）日本鉱産誌 BⅤ- a 主とし
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地質調査所編（1957）日本鉱産誌 BⅥ- a 水およ
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会. 
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地質調査所（1982）日本地質図アトラス. 
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地質調査所編（1992）日本地質アトラス（第２

版），朝倉書店. 

地質調査所燃料部石油課（1959）天然ガス徴候の

見方と見つけ方，地質ニュース，53，pp. 6–13. 

地質調査所燃料部石油課（1959）油徴とはどんな

ものか（2），地質ニュース，58，pp. 9–13. 

地質調査所燃料部石油課（1960）最近発見された

日本の新油田・新ガス田（その２），地質ニュ

ース，72，pp. 7–11. 

地質調査所燃料部石油課（1961）日本北部の天然

ガス，地質ニュース，83，pp. 7–11. 

地質環境の長期安定性研究委員会（2011）地質リ

ーフレット 4，日本列島と地質環境の長期安定

性，日本地質学会. 

中央防災会議事務局（2004）北海道地域の深部地

盤構造モデルについて，https://www.bousai.g

o.jp/kaigirep/chuobou/senmon/nihonkaiko_chi

simajishin/hokkaido_wg/1/index.html，2022

年 5 月 26 日閲覧. 

中央気象台（1952）地震観測法，気象協会. 
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第四紀地殼変動研究グループ（1968）第四紀地殻

変動図，第四紀研究，7，4，pp. 182–187. 

第四紀火山カタログ委員会編（1999）日本の第四

紀火山カタログ，日本火山学会. 

檀原 毅（1970）日本における平均海面の永年変

化とそれにともなう問題点について，測地学会

誌，16，1-2，pp. 1–8. 

檀原 毅（1971）日本における最近 70 年間の総

括的上下変動，測地学会誌，17，3，pp. 100–

108. 

土居繁雄，長谷川 潔（1956）5 万分の 1 地質図

幅「倶知安」及び説明書，5 万分の 1 地質図，

札幌-第 28 号，北海道開発庁. 

土居繁雄，藤原哲夫（1958）寿都地区（潮路－磯

谷），未利用鉄資源 第 4 輯，pp. 21–23，通商

産業省. 

土居繁雄，松井公平，藤原哲夫（1958）5 万分の

1 地質図幅「豊浦」及び説明書，5 万分の 1 地

質図，札幌-第 49 号，北海道開発庁. 

土居繁雄（1960）洞爺湖温泉の泉温低下につい

て，地下資源調査所報告，24，pp. 45–49. 

道家涼介，谷川晋一，安江健一，中安昭夫，新里

忠史，梅田浩司，田中竹延（2012）日本列島に

おける活断層の活動開始時期の空間的特徴，活

断層研究，37，pp. 1–15. 

道南グリーン･タフ団体研究グループ（1984）西

南北海道・島牧地域の新第三系—グリーン・タ

フ変動と島弧変動との関連性についての検討

—，地球科学，38，6，pp. 380–396. 

 

E 

江原幸雄，西田直樹，横山 泉（1970）北海道に

おける地殻熱流量の測定（その１），北海道大

学地球物理学研究報告，24，pp. 125–139. 

江原幸雄，横山 泉（1971）北海道における地殻
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